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高密度ポリエチレン管／土木用排水管

プレスト管
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用　　　途

運搬・保管上の注意

施工上の注意

使用上の注意事項

・管及び継手は、一般土木用途の吸排水管として自然流下での使用条件で設計されており、常時水頭が加わる

　場合での使用や、水以外の流体を搬送する場合には、弊社までお問い合わせください。

・管及び継手は、原則として地中埋設用です。露出配管での使用の場合には、弊社までお問い合わせください。

・製品を取扱う際は、軍手等の保護具を着用して下さい。

・管は傷つきやすいので、放り投げたり、引きずったりしないでください。

・車での運搬に際しては、荷台などの角に管が直接当たらないように保護し、運搬中に管が動かないようにし

　っかり固定してください。

・保管は平面な場所に横積とし、荷崩れや管上から転落しないように注意してください。また、４m品という

　ことと重量を理解の上、取り扱っていただくように御願いします。

・保管されている管の付近での火気の使用は行わないでください。火災の危険が有るばかりでなく、管の変形

　や劣化の原因になります。

・継手の保管場所は、パッキンが使用前に濡れると性能が低下するので、雨水の当たらない場所としてください。

・弊社プレスト管設計仕様書を御参照ください。



▼

管片側にねじ込み

受け口が一体成型

されており、人力で

ねじ込むだけで接続

できます。

▼

波形状をスパイラ

ル形状から独立山

形状にしたことで、

接続時の管どうしの

突き合わせ作業が

簡便になりました。

◆製品案内◆

▼ 管片側にさし込み

受け口が一体成型

されており、人力で

さし込むだけで接続

できます。

独自の製法により、パイプは連

続で、押出一体成形されます。

このため、パイプの強度にムラ

なく、均一な品質を生み出しま

す。

プレスト管は、簡単に素早く行

える接続方法で配管作業の省

力化が図れます。

連続押出一体成形 抜群の施工性

プレスト管は、Φ150～Φ1500

までラインナップしており、様々

な場面でご使用いただけます。

豊富なラインナップ 品名・形状
ねじ込み式
　　　プレスト管　内面波状
　　　　　　　　　　粗度係数 0.016

ねじ込み式
ダブルプレスト管　内面平滑
　　　　　　　　　　粗度係数 0.010    

さし込み式　
　　　プレスト管　内面平滑
　　　　　　　　　　粗度係数 0.010    

独立山　
ダブルプレスト管　内面平滑
　　　　　　　　　　粗度係数 0.010    

サイズ
φ150

〇

〇

φ200

〇

〇

φ300

〇

〇

φ350

〇

φ400

〇

φ450

〇

φ500

〇

φ600

〇

φ700～φ1500

〇

1 2

パイプで紡ぐ、
　　確かな未来

ねじ込み式形状

特長 適合サイズ

独 立 山 形 状

さし込み式形状



3 4

ダイポリン ねじ込み式プレスト管ト管ダイポリン ねじ込み式プレスト管ト管ダイポリン ねじ込み式プレスト管ト管ダイポリン ねじ込み式プレスト管ト管ダイポリン ねじ込み式プレスト管

L

L

φA

l

l

有孔管（５列孔）：ＮＤＹ－φ１５０～φ３００
P

P

60
°

φ
D

φ
d

無孔管：ＮＤＭ－φ２００・φ３００

無孔管：ＮＤＭ－φ１５０

φ
d

φ
D

ねじ込み受け口

ねじ込み受け口

lL

φA

L l

無孔管：ＮＰＭ－φ１５０

無孔管：ＮＰＭ－φ２００・φ３００

60
°

有孔管（５列孔）：ＮＰＹ－φ１5０～φ３００

h
φ
D

φ
D

h

P

P ねじ込み受け口

ねじ込み受け口

◆ねじ込み式プレスト管（内面波状） ◆ねじ込み式プレスト管の接続

◆ねじ込み式プレスト管の屈曲性

◆ねじ込み式ダブルプレスト管（内面平滑）

呼称

《無孔管》 《有孔管》（単位：㎜）

 注1. 寸法規格は、外径±2％、有効長－0、＋4％とし、その他の規格は参考規格とします。

（単位：㎜）

NPM-150

NPM-200

NPM-300

呼称

NPY-150

NPY-200

NPY-300

外径

φD

ピッチ

P

波高さ

ｈ

有効長

L

受口長さ

ℓ

参考重量

（㎏/本）

188

252

357

47.4

54.7

51.7

ピッチ

P

47.4

54.7

51.7

孔径

φA

他
の
規
格
は
無
孔
管
と
同
様

9

10

13

19.0

26.0

28.5

4000

4000

4000

130

150

130

5.52

9.66

17.60

呼称

《無孔管》 《有孔管》（単位：㎜）

 注1. 寸法規格は、内径±2％、有効長－0、＋2％とし、その他の規格は参考規格とします。
注1. ねじ込み式プレスト管は内面波状の為、フレキシブル特性を有しており、上記表

　　 に示す曲率半径の大曲配管が可能です。

（単位：㎜）
（単位：ｍ）

NDM-150

NDM-200

NDM-300

呼称

NDY-150

NDY-200

NDY-300

呼称
必　要　管　長 （L）

θ＝22.5°

Φ150

Φ200

Φ300

曲率半径（R）

0.8

1.0

1.5

0.3

0.4

0.6

θ＝45°

0.6

0.8

1.2

θ＝90°

1.3

1.6

2.4

外径

φD

内径

φｄ

ピッチ

P

有効長

L

受口長さ

ℓ

参考重量

（㎏/本）

188

252

357

155

205

300

ピッチ

P

47.4

54.7

51.7

孔径

φA

他
の
規
格
は
無
孔
管
と
同
様

9

10

13

47.4

54.7

51.7

4000

4000

4000

130

150

130

6.8

11.0

19.0

①ねじ込み受け口部にねじ込み内面
　パッキンが取付けてあるかを確認
　します。

②上流側の管端部を差し込み管をね
　じ込みます。

③接続完了
　※ねじ込み内面パッキンが全周に
　　あたりがでるように十分に締め
　　きって下さい。

ねじ込み内面
パッキン

流れ方向

ね
じ
込
み
受
け
口

流れ方向

⇦⇦

※φ200～φ300には、ねじ込み易い
　様に管に突起が付いております。
※突起の数は、サイズにより異なります。

NPMパッキン
NPMパッキン

①管本体端部にNPMパッキン
　を管の波形状に合わせて貼
　り付けます。

②一方の管にねじ込みソケット
　をねじ込みます。

③ねじ込みソケットを回転させ、
　管の付き合せ部が中央にくる
　まで移動させます。

φ150～φ300用

NPMパッキンは、管の端面に

平行に、また、管の山谷にフィ

ットさせて貼ります。

本管接続

部品接続 〈ねじ込みソケット〉

※写真はねじ込み式プレスト管Φ200の場合です。
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ダイポリン さし込み式プレスト管ダイポリン さし込み式プレスト管ダイポリン さし込み式プレスト管ダイポリン さし込み式プレスト管ダイポリン さし込み式プレスト管

◆さし込み式プレスト管 ◆さし込み式プレスト管の接続

呼称

《無孔管》 《有孔管》（単位：㎜）

 注1. 寸法規格は、内径±2％、有効長－0、＋5％とし、その他の規格は参考規格とします。

（単位：㎜）

SPM-400

SPM-500

SPM-600

呼称

SPY-400

SPY-500

SPY-600

外径

φD

内径

φｄ

ピッチ

P

有効長

L

ソケット長

L2

参考重量

（㎏/本）

464

580

690

395

495

592

ピッチ

P

51.5

57.0

65.0

孔径

φA

他
の
規
格
は
無
孔
管
と
同
様

9

10

11

51.5

57.0

65.0

4000

4000

4000

270

300

330

32.1

53.4

73.0

本管接続

手順①
継手本体を敷き、一方の管を
セットします。

手順②
もう一方の管を継手にセットし、
管頂部で継手をラップさせ、締
付バンドをボルトで締付けます。

手順③
締付バンド同士の間隔に指1～3
本入る程度まで締付けて施工完
了です。

φ400・φ500・φ600

部品接続 〈さし込み用TM継手〉

無孔管：SPＭ－φ400・φ500・φ600

有孔管（５列孔）：SPＹ－φ400・φ500・φ600
接続部をウエス等で清掃し

た後、受口部の長さを確認

し、差口部に目印をつける。

※管ごとに誤差があるので

　接続箇所ごと実測する。

※狭い場所など押し込み接続が困難な場合は左図のように挿入機、スリング

　ベルト等を使って接続も可能。

　例）0.5ｔの挿入機、長さ2.5ｍ幅35㎜のスリングベルトを使用（左図）

手順①

差口部外径の1山目にパッキ

ンを管頂より1周貼り付け

る。

パッキンの余剰分は除去す

る。

（φ400～φ600まで共用の

パッキンを使用）

手順②

片側の管を動かないように

固定し、受口部の入るところ

まで差口部を挿入する。その

後もう片側の管端部を保護

し、ゆっくり押し込む。

例）管端部をコンパネで保護

し、バールを用いてテコの原

理で挿入（上図）

手順③

手順①で付けた目印まで挿

入し、パッキンのねじれや剥

がれなければ接続完了。

※接続完了後、接続部隙間

からパッキンが見える場

合はねじれ、剥がれが発生

している可能性があるた

めやり直す。

手順④

SPMパッキンは、管の山部角を

覆うように貼付けます。

計
測
位
置

SPMパッキン ソケット

L1

φ
D

φ
d

L2

P

ØA

60
°
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ダイポリン 独立山ダブルプレスト管ダイポリン 独立山ダブルプレスト管ダイポリン 独立山ダブルプレスト管ダイポリン 独立山ダブルプレスト管ダイポリン 独立山ダブルプレスト管

◆独立山ダブルプレスト管 ◆独立山ダブルプレスト管の接続

呼称

《無孔管》 《有孔管》（単位：㎜）

注1. 寸法規格は、内径±2％、長さ－0、＋5％とし、その他の規格は参考規格とします。

（単位：㎜）

DDM-350

DDM-450

DDM-700

DDM-800

DDM-900

DDM-1000

DDM-1100

DDM-1200

DDM-1350

DDM-1500

呼称

DDY-350

DDY-450

DDY-700

DDY-800

DDY-900

DDY-1000

DDY-1100

DDY-1200

DDY-1350

DDY-1500

外径

φD

内径

φｄ

ピッチ

P

長さ

L

参考重量

（㎏/本）

402

518

804

914

1,022

1,177

1,299

1,426

1,623

1,800

350

450

700

800

900

1,020

1,120

1,220

1,370

1,520

ピッチ

P

49.0

65.0

98.0

131.0

131.0

163.0

163.0

196.0

196.0

245.0

孔径

φA
他

の

規

格

は

無

孔

管

と

同

様

13

13

18

18

18

20

20

20

20

20

49.0

65.0

98.0

131.0

131.0

163.0

163.0

196.0

196.0

245.0

4000

4000

4000

4000

4000

4000

4000

4000

4000

4100

23.7

39.2

97.9

115.8

156.6

178.0

251.0

298.0

408.0

510.0

使用継手

部　　材

DDMJ-350

DDMJ-450

DDMJ-700

DDMJ-800

DDMJ-900

DDMJ-1000

DDMJ-1100

DDMJ-1200

DDMJ-1350

DDMJ-1500

L

有孔管（５列孔）：ＤＤＹ－φ３５０・φ450・φ700～１５００

ØA

無孔管：ＤＤＭ－φ３５０・φ450・φ700～φ１５００

P
φ
d

60
°

φ
D

φ350～φ900 φ1000～φ1500

本管接続・部品接続 〈独立山TM継手〉

①継手本体を敷き、一方の管をセットし

ます。

②もう一方の管を継手にセットし、管頂部

で継手をラップさせ、締付バンドをボ

ルトで締付けます。（インパクトレンチ

を使用すると一層の作業の効率化が

図れます。）

　※締め付ける際は、脚立等を使用し、

安全を期してください。

③締付バンド同士の間隔に指1～3本入

る程度まで締付けて施工完了です。

　（配管時の外気温が高い場合等におい

ては、間隔がない事もあります。）

　参考 ： 締付けトルク

　約9.8～13.5N・ｍ（1～1.5㎏・ｍ）
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用　　　途

運搬・保管上の注意

施工上の注意

使用上の注意事項

・管及び継手は、一般土木用途の吸排水管として自然流下での使用条件で設計されており、常時水頭が加わる
　場合での使用や、水以外の流体を搬送する場合には、弊社までお問い合わせください。
・管及び継手は、原則として地中埋設用です。露出配管での使用の場合には、弊社までお問い合わせください。

・製品を取扱う際は、軍手等の保護具を着用して下さい。
・管は傷つきやすいので、放り投げたり、引きずったりしないでください。
・車での運搬に際しては、荷台などの角に管が直接当たらないように保護し、運搬中に管が動かないようにし
　っかり固定してください。
・保管は平面な場所に横積とし、荷崩れや管上から転落しないように注意してください。また、４m品という
　ことと重量を理解の上、取り扱っていただくように御願いします。
・保管されている管の付近での火気の使用は行わないでください。火災の危険が有るばかりでなく、管の変形
　や劣化の原因になります。
・継手の保管場所は、パッキンが使用前に濡れると性能が低下するので、雨水の当たらない場所としてください。

・弊社プレスト管設計仕様書を御参照ください。


